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神大農研報(Sci.Rept. Fac. Agr. Kobe Univ.) 12:1-4， 1976 

冬どりタマネギの肥大と日長との関係

寺分元一*・山根 ffl久二**

(昭和50年 8月11日受纏)

A RELATIONSHIP OF BULBING OF WINTER網HARVESTING

ONION TO DA Y-LENGTH 

Motoichi TERABUN and Kikuji YAMANE 

Abstract 

The work was carried out to clarify the inductable period of bulb formation in onion plants， using the winter-

harvesting strain of the cultivar Kaizuka明 ase，in autumn， at Kobe University， Rokko-dai (Lat. 34041'N). 

The dry sets of onion were planted on the 10 th September， and photoperiodic treatment was carried out 

from the 20 th September to the 19 th Nobember through the combination of naturaI and short day-lengths. 

Of the onion plants exposed to natural day-Iength from the 20 th September for 30 days， the majority did 

form the bulbs and a few came to maturity after 60 days of the 8tart of treatment. And the bulbing of onion 

plants was apparently affected owing to whether sprouting was earlier or later， too. 

The plants exposed to natural day-length on and after the 10 th October， however， did not form any bulb. 

From these results， it may be concluded that the critical day-length for bulbing in the winter-harvesting 

strain of the cultivar Kaizuka-wase is likely to be arounding 12 hours. 

冬期間におけるタマネギの供給は，従来から秋まきタ

マネギの冷蔵と北海道の寄まきタマネギによってfiなむ

れ，冬期間に収穫するプj法は行なわれなかった。しかし

近年大阪府農林技術センタ{で貝塚早生から系統選抜し

た冬どり系タマネギのドライセットを利用しての冬どり

栽培が可能となって以来，各地で注目され，栽培に関す

る生態的研究も進められた2-5)。 冬どりタマネギのセッ

トの植付け時期は9月上旬までとされているが，日長感

応の時期と期間との関係一一一限界f1長についてはまだ明

らかにされていない。

本実験は冬どり系タマネギの日長に対する反応を知

り，あわせて限界日長を推定するために行なわれたもの

である。

実験材料および方法

大阪府農林技術センタ{で採種した冬どり系種子を

1972年2月5日に兵庫県三服部緑町でピニノレトンネノレ内

には種し 5月15-20日にわたって収酷し，実験に供す

* :/81ヰ読:終調22学研究訟

判 g~坂農業改良?!fN:.所

るまで 100球を束ねて日陰で吊り下げて貯戒した。供試

したセットの大きさは球径約2舗で，セットの収穐i時に

は倒伏!時期による選授は行なわなかった。
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Fig. 1. Day-length (sunrise to sunset) at 

Rokko・dai，Kobe (Lat. 3404γN). 



2 寺 分元一・山根亀久ニ

Tab!c 1. Air temperature during the experiment. 

Min. 

SD 

Sept. 21-30 

Oct. 1-10 

Oct. 11--20 

Oct. 21-30 

Nob. 1-9 

Nob. 10-19 

。C
16.0土1.820.9土1.1

21.4土1.1

20.5土0.9

20.3士1.1

15.8土1.6

15.3土1.8

51.3士2.0

12.9土1.0

11.4土1.8

9.4士1.6

8.8士2.4

SO: Short day， NO: Natura! day. 

一昨an 約 30C高かった。日長時間については，実

SD I ND 験者行なった六甲台では日没方向に山がある

。CI oC ため，日没時間は，同緯度の山の影響のない
23.3 I 20.8 

| 場合にくらべ， 20--45分短かかった。
23.7 I 20.7 

調査は処理開始の 9月20日と30日後の10月

25.7 

26.1 

23.4 

21.5 

19.1 

16.6 

22.0 

20.9 

17.4 

15.9 

に示したが，処理期間中の気温は第 1表のよ

うに，短日処理期間は自然状態の場合よりも

18.2 
20日に生葉数と草たけを，また処理後30日か

ら10日おきに 4回，茎径と球径とを調査し，

j在径/球径(球茎iお)を求め，肥大の指標とし

た。なお植え付け後に出芽したわき芽は摘除

し 1本仕立とした。

16.5 

14.3 

12.6 

Tab!e 2. Re!ationship between the duration of natura! day-!ength and the growth of onion p!ants both 

at the start of treatment and after 30 days of treatment. 

Experimenta! schedu!es 

Sept.20 30 Oct.lO 20 30 

Natura! day-!ength 
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日長に感応する時期を知るための実験は神

戸大学農学部(神戸市灘氏六甲台， 34041' N) 

で行なった。

9月10日に1/2000a ポットに各5球を植え

付けて， r~~然条件下におき，出芽の揃った 9

):}2013より， 11月19日まで日長処理を行なっ

た。なお処理ほはつぎの 8民とし，各区 3ポ

ット，計15個体とした。

処理区は 9月20日 9月30日， 10月10円か

ら併30日間，臼然日長下においた区と 9月

20日 9月30日， 10月10日および10月20日か

ら連続して自然日長下におく区とし，自然日

長期間以外の時期には午後5時より午前9時

まで，暗室に入れて 8時間日長とした。ま

た対照には全期間 8時間日長区をもうけた。

なお実験期間中の戸外と暗室内の気温は第 1

去に，日長時間(日出一日没時間)は第 1図
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実験結果および考察

実験開始時および30日後における草たけ，葉数は第2

表に示したように，処理区によって著しい差は見られな

かったが，処理開始時に院によっては1または2個体出

芽しないものもあった。

日長処理時期および期間とりん茎形成との関係につい

ては第3表に示したが，処理30日後(10月初日)にはすで

に差が認められ，茎径，球径とも，短日期間が長い程，

値が値く，球茎比も同様な傾向者示した。 9月20日また

は9月30日からの自然日長区は値が高く，とくに 9月20

日からの区では，球茎比が2以上に遣して，肥大の認め

られた個体の割合は13.3%であった。

処理40日後の10月30日の調査でも同様な傾向が認めら

れたが 9月20日より自然日長区のうち，連続自然日長

区 (9月20日-11月19日)よりも，自然日長30日区 (9

月20日-10月20日〉で肥大が著しかった。両区を比較す

ると.30日区は茎筏，球径ともに連続区よりも低い傾向

を示したが，球茎比は高く，球茎比2以上の割合も，連

続区14.3%に対し.30日区は33.2%であった。この原因

は，両区とも 9月20日より30日間の自然日長に感応した

が.30日区は30日間以降の短日期間における夜温が連続

区よりも高かったためと思われる。

また 9月30日より自然日長区でも10%が球茎比2以上

に達したが， 10月10日以降自然日長区では球茎比は短目

区と差はi認められなかった。処理開始50日後(11月9日)

および60日後(11月19日)の調査でも11月10日以降自然日

長区は肥大が認められなかった。また11月19日調査では

9月20日より30日間自然日長区では13.3%が倒伏した。

処理開始時に個体によって，111芽に遅速があって，処

理時に葉数および草たけに差を生じ，日長感応に影響す

るものと思われるので，最も肥大の著しかった 9月20日

-10月20日自然日長区の処理時における草たけと球茎比

との関係を第2図に示した。 9月初日の草たけと10月20

日および10月30日における球茎比の相関係数はそれぞれ

0.629と0.539でいずれも 5%水準で有意であった。

以上の結果から 9月20日から10月20日までの30日間

の自然日長に感応して肥大が行なわれたが 9月30日以

降になると肥大が著しくおとり 9月20日と 9月30日と

の日長における約20分の差の影響の大きいことは，冬ど

りの作型における可否は植付時期と出芽速度の影響によ

って左右される限界すれすれの作型のように思われる。

山田ら2-4) は冬どり作型の植付時期は9月上旬としてい

る。本実験でも 9月10日植付け 9月初日より自然日長

広が最もよく肥大したが，変異の幅が大きく，山田らの
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4 寺分元一・山根亀久二

報告の結果より肥大が劣ったのは，セット採取時に選抜

が行なわれなかったことと，日投時刻が早く，日長時間

が約40分短かいためと思われる。

冬どり型タマネギの限界日長については，感応限界照

度が不明のため，明らかにすることはできないが，日出

前および日没後各30分の薄明期を加えた時聞を感応日長

時間とすると 9月20日から10月20日までの日長は12時

間30分から， 11時間40分となり，このことより，限界日

長は12時間付近ではないかと思われるが，タマネギは他

殖性作物で，反応に対する変異の中が広く，その上，限

界日長付近ではとくに，変異の幅が広くなることなど、か

ら，限界日長を本実験だけから決定することはできず，

さらに検討すべきである。

摘 要

1. 貝塚早生より選技した冬どり系タマネギのドライセ

ットを 9月10日に柏.付け 9月20日から11月19日まで，

自然日長と短日とを組合せ，自然日長下における日長感

応時期を知るため，実験を行なった。

2. 北緯34041'では 9月20日より30日間の自然日長に

感応し，処理60日後には倒伏する個体もあった。

3. 9月30日以降の自然日長では日長感応が不十分で，

とくに10月10日以降では肥大は行なわれなかった。

4. ドライセ、ァトの/1::¥芽の早i胞が日長感応と，その後の

!J巴大に影響を及ぼすことが，明らかである。
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